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●日　時／令和 7 年 9 月16日（火） 14時00分から16時30分
●場　所／高知県立高知青少年の家 伊野（吾川郡いの町天王北 1 丁目14番地）

●出席者／34名

●中嶋会長あいさつ
　どうもこんにちは。会長をやらせていただいてます、中嶋です。
よろしくお願いします。本当に暑い中、本格的に作業され始めてる
方も多いと思いますが、熱中症にはぜひお気をつけてください。

　この小規模林業推進協議会、高知県が事務局で始めた、非常に全
国的にも特徴のある展開ですが、10年が経過しました。
　自分は、高知県の展開とは別途、全国的な展開で、自伐型林業の
普及を展開している自伐型林業推進協議会を立ち上げて、もう11
年たったんですが、そっちは人がかなり増えてまして、全国的に
言うと数千人がやってます。その先頭を高知県が切るつもりだっ
たんですけど、実際はそうなってなくて、全国的に言うと人が増え
ている市町村は補助制度をつくってまして、みんな作業道補助は
2,000円以上、ほとんど市町村から出てるんです。そういう市町村
が全国でどんどん今増えてます。その中でも、高知県佐川町は一番
早く高知県ではやり始めてて、基本的なシステムは、県が半分出し
て、市町村が半分出してくれる制度になっております。
　当時は、市町村を促すのにはちょうどいいのではないかといろ
いろ考えてたんですが、なかなか高知県で市町村がセットになっ
てやってくれない状況です。今、それを対応してくれているのが佐
川町で、西の方では宿毛市がそうです。少ないですけど日高村、安
芸市、それから補助金だけ何とかあるのが仁淀川町といの町とい
う状況です。いろいろヒアリングしてみると、その状況、県の補助
制度だけでやってみると、時給単価らに落としてみると、最低賃金
より低いということで、なかなか年間、何ヘクタールもやるような
状況にならずに、ボランティアチックに展開するしかないという
意見が複数の方から寄せられて、そこを何とかしてくれと言われ
てるんですが、それは常に県には要望を上げてます。

　今、林業従事者はずっと減ってます。その中で高知県は、横ばい
だったんです。これは割とよかったわけですが、ここへ来て減りぎ
みになってると聞いてます。この林業従事者をもう一度増やそう
とすると、この取組を拡充しないといけません。実際に、10年前は
１ 人、２ 人しかいなかった佐川町では30人以上になっています。や
はり大きな予算規模を持つ県で、作業道の補助をメートル2,000円
にしていくのを、もっと声を上げて、皆さんからもぜひ言っていた
だきたいと思います。
　高知県は10年ぐらい前から皆伐政策に変わってますが、最近、豪
雨が激しくなってきており、全国で土砂災害を引き起こしてるの
は、林業の影響もあると思います。それから、一気に皆伐すると、
なかなか再造林に手が回らなくなってしまいます。
　だから、我々の林業は皆伐せずに、これを今後、50年から100年、
生産林として維持し続ける林業、これを目指しています。県にこっ
ちだけの林業政策をして欲しいと言ってるわけではなくて、両方
をちゃんとサポートする形にして欲しいと思います。
　設立から10年たった今、もう一度、そこを皆さんにもいろいろ考
えてもらいたいし、県にもいろいろ検討していただきたいという
ことで、冒頭でそういう話をさせてもらいました。最初の ３年間、
いつもここでやったり、ここではないところもあったんですけど、
いつも100人以上来て、すごい会だったんですけど、今、30人、40人
ぐらいの人に落ち着いてきています。けど、もう一遍盛り返してい
けると私は思っていますので、いろいろ御協力をいただければあ
りがたいと思います。

　この後、意見交換もありますので、何か思ってる方がいたら、ぜ
ひその場でいろいろ御意見いただければと思いますので、今日は
よろしくお願いします。
　どうもありがとうございました。

1. 令和７年度高知県小規模林業推進協議会通常総会及び第１回協議会

その他活動事例については、
以下のURL内に掲載中です。▶▶▶▶▶▶▶▶
https://kochi-shoukiborin.jp/
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2. ワークスタイル

こうち森林救援隊が目指すもの

「こうち森林救援隊」とは ？

オンちゃん部隊　ノツゴ山避難路敷設整備活動の様子

森林ボランティア　こうち森林救援隊
事務局長　中川 睦雄さん

2025年に活動20周年を迎えた森林ボランティア団体「こうち森林救
援隊」（田鍋俊六隊長）の活動をご紹介します。

協働の森づくりを
目指して歩んだ20有余年

協働の森づくり活動、森林保全

●手入れが遅れ荒廃した人工林の間伐を促進し、将来的には、針・
広混交林のセラピー森林となる森づくりを目指します。
●森林整備活動への関心を高めるため、人々の生活に身近な里山や
公園などの環境整備にも積極的に取り組んでいきます。
●間伐材等を使った木工創作や自然学習などの活動を通じて、人々
の森づくりへの関心を高めるとともに、森の恵みの有効活用を促
進します。
●今後も引き続き、他団体とも連携して、森づくり活動を支える新
たな担い手づくりに取り組んでいきます。

　森林環境の整備や林業の再生、中山間地域の振興を目的に
2005年 1月に設立した任意ボランティア団体。旧鏡村と旧土佐
山村が高知市と合併し、市の森林面積が３倍に増えたことをきっか
けに、市役所職員らの有志で結成されました。主な活動は、高知市
を中心にした森林整備活動や、人々の森づくりへの関心を高めるた
めの広報活動等です。
　団体の特長となっているのは、林業に従事して“いない”人が集

　今回同行したのは、2025年 12月 3日に行われたノツゴ山（高
知市長浜）の避難路敷設整備活動。こちらはこうち森林救援隊と日
本テレビ24時間テレビ事業の協働の森づくり活動の一環であり、

　山の近くには住宅もあるため、伐った竹が
倒れる方向をよく考えながら、丁寧に作業を
行います。
　登っている最中につまずかないように、で
きるだけフラットに竹を伐ります。難しい技
術が必要です。生えている竹だけでなく、枯
れたまま残されている竹の処理にもひと苦労。

　津波や浸水の被害を受けない高
台までの避難路をつくるため、道
無き道を進みます。伐った竹は避
難路のじゃまにならないように整
理。間伐した広葉樹を利用して登
りやすい階段もつくられました。

整備前。竹が生い茂って登りにくいだけでなく、昼でも暗い竹林を…
整備後。人が通りやすく、明るい雰囲気の避難路に変貌させました。

●地震や風水害などの防災面を意識した環境整備などの取り組みに
も力を入れていきます。

●行政や民間企業、他のボランティア団体との連携を強化しなが
ら、より良い環境の整備や中山間地域の活性化、新たなビジネス
の創出等に貢献できる取り組みにも積極的にチャレンジしていき
ます。

●テレビ、新聞などのマスコミやSNSを活用して積極的な情報発
信を行い、森づくり活動に取り組む人々との輪を拡げていきます。

まって活動していることです。メンバーはいずれも「森づくりに興
味・関心がある」という方達ばかり。現在の登録者は約１３０名おり、
中でも市役所や民間会社を退職された平均年齢７４歳の平日活動部
隊（通称：オンちゃん部隊）が精力的に活動を行っています。その
活動日数は年間200日近くに及び、毎日のように山へ入って作業
を行いながら、森づくりに興味を持つ若者らの育成にも力を注ぐな
ど、高知の森づくりを力強く支えています。

竹が生い茂るノツゴ山の西斜面を整備し、地震や津波の発生時に避
難路として利用できるようにするものです。三日間にわたり、延べ
18名が活動を行いました。

整備前 整備後
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2. ワークスタイル

　会員の活動事例や支援制度の紹介、協議会の開催など様々な情報
を掲載していきます。
　ぜひ、御覧ください。

【URL】https://kochi-shoukiborin.jp/

3. 専用LINEアカウント・ホームページの紹介

小規模林業 　検索

小規模林業推進協議会
LINE公式アカウント
支援制度のご案内や自伐林家の取材記
事などを配信しています。QRコードか
らぜひ友達追加をしてみてください !

こうち森林救援隊　事務局　中川睦雄さんにお話をうかがいました

Q：主な活動内容について教えてください。
　10年前までは人工林の整備を主な活動として行っていましたが、人工林全体において救援隊が作業を行える範囲はわずかしかなく、県
民に対する啓蒙にもつながりにくいという課題がありました。そこで、この10年間はより身近な里山や、春野運動公園など県民の方々がよ
く利用する場所の整備にも力を入れて、県民のみなさんに私たちの活動を知っていただき、森づくりの大切さを伝えていくことを目指して
います。特に防災対策を兼ねた里山の整備については、東日本大震災以降、関心が高まってきており、「身近にある里山が命を守っている」こ
とを改めて感じていただく良い機会になっていると思います。
　また、山を整備するだけでなく、「山を楽しむ」ためにはどうすれば良いかを伝えていくことも、われわれの目的の一つです。環境意識の高
い一般企業の社員さんとの協働の森づくりや、親子連れを対象にした自然遊びのイベントも開催しています。

Q：モットーにしていることは？
　まずは「自分自身が楽しむ」こと。そして、森づくり活動を通して仲間をつくり、人生の友としてつながっていくことです。

Q：林業の経験がない方が活躍している点が特長となっていますが、技術はどのように習得していますか？また、安全面に
ついて取り組んでいることはありますか？

　われわれには20年以上の歴史がありますので、ベテラン隊員はプロと遜色ない技術レベルとなっています。積み重ねてきたものを新人
隊員へと引き継ぎ、経験を積んでもらうことで技術を磨いてもらっています。安全面については、基本的なことですが作業を始める前に作
業内容や注意事項を確認することを徹底しています。幸いにも発足以来、大きな事故や怪我は起きていません。

Q：作業道具はどのようにしていますか？
　事業によっては道具を購入できる場合がありますので、救援隊としてはそういった機会を活用しながら道具を揃えています。しかし、メ
ンバーが主に使う道具類はそれぞれ個人が購入したものが主体となっています。作業を楽しむ上で道具は重要で、借り物では満足できませ
ん。自分の道具にこだわるのも森づくりの醍醐味の一つです。

Q：将来を見据えて取り組んでいることはありますか？
　平日に活動できるオンちゃん部隊は平均年齢74歳で、いつまでも活動ができるわけではありませ
ん。若い世代に引き継いでいくことも重要だと考え、4年前から月1，2回、若い方も参加しやすい土
日を使っての養成講座を開催しています。令和6年度は延べ169名の方が参加されました。
　また、講座とは別に、より敷居を下げた定例会研修も行っており、そこには「どんな作業をしてい
るか見てみたい」「山の空気を吸いたい」といった方も気軽に参加できるようにしています。きっかけ
は何であれ、山へ入り、木が1本伐採されただけで山が明るく変わることを感じていただくことが
大事だと考えています。それと、救援隊は活動日数が多くなって事務局の負担が増えています。その
分、活動資金も必要となり、任意ボランティア団体としてこのまま続けていくことは難しいことと
感じています。新たな道を拓いていくためにも、NPO法人化していくことも視野に入れています。

Q：高知の小規模林業を推進していくために、どんな取り組みが必要だと思いますか？
　地域おこし協力隊など小規模林業を志して高知にやって来られる方は多いのですが、生業とするには課題があると思います。その課題に
対してわれわれ救援隊が直接的に何かできるわけではないですが、例えば、われわれが行なっているボランティア活動の一部を、“仕事”と
して回していくことはできるかもしれません。
　もちろん、それには行政や関係団体の支援も必要です。どういった方法があるかはみんなで考え続けないといけませんが、救援隊として
は「木を伐って楽しかった」だけで終わらないよう、周囲へ、未来へ、つないでいける活動にしていきたいと思っています。
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現場での技術指導や安全対策を支援します。

小規模林業を実践する方からの要請に応じ、作業道の開設、間伐木の
選定、搬出間伐等の現場指導ができる林業実践アドバイザーを派遣し
ます。派遣日数は最大3日間まで、会員の方の自己負担はありません。

小規模林業を実践する方からの要請に応じ、作業道の開設、間伐木
の選定、搬出間伐等の現場指導ができる林業実践アドバイザーの事
業地を訪問する事業です。

アドバイザー派遣 先進地現地研修

▶派遣アドバイザーに支払う報償費を補助します。 ▶現地アドバイザーに支払う報償費を補助します。
補助対象経費 補助率等 補助要件

①アドバイザー
　への報償費
②アドバイザー
　への旅費

定額。
ただし、報償費は１日当り2万4千円、宿泊費は
１万１千円、旅費は９千円を上限とします。

（※派遣日数は１人当たり最大３日間まで。1回 /年限り。）
（※通算で3年間しか利用できないものとします。）

ア ド バ イ ザ ー
派遣を申請する
者が会員である
こと

補助対象経費 補助率等 補助要件

アドバイザー
への報償費

定額
ただし、報償費は1日当たり2万4千円を上限とし
ます。

（※派遣日数は１人当たり最大３日間まで。1回 /年限り。）
（※通算で3年間しか利用できないものとします。）

先進地現地研修
申請者が会員で
あること

現場での安全対策を支援します。

作業中の思いがけない事故による怪我への補償に備えて、傷害総合
保険への加入に対して、助成をします。

保　険

▶保険加入に要する掛金を補助します。
補助対象経費 補助率等 補助要件

傷害総合保険加入
に要する掛金

2分の1以内
ただし、掛金は1人当た
り2万7千円以内
※補助額1万3千5百円が
　上限

• 傷害保険加入者が会員
であること

• 前年度に60日/年以上
の林業就業日数をして
いること

林材業労働災害防止協会高知県支部　 TEL.088-856-5721上記のお問合せ

労働安全衛生の向上を目的に、小規模林業を実践する方が、蜂刺
され対策として医療機関に支払う医療費に対して、助成をします。

医　療

▶蜂刺され対策として医療機関に支払う経費を補助します
補助対象経費 補助率等 補助要件

蜂刺され対策として、
医療機関に支払う経費
※経費対象は、蜂アレルギー血液検査、
処方登録受託医師診察料、自己注射管理
指導料、自動注射器購入費、毒液吸い出
し救急用具、スズメバチ忌避剤　他

2分の1以内
※自動注射器購入につ
いては1人1個までと
し、購入費の補助金の
額は5千円を上限

• 購入者が会員であ
ること

• 前年度に60日/年
以上の林業就業日
数をしていること

４. 令和7年度 支援制度の紹介

作業道を作設するためのバックホウや、林内で間伐した丸太を運ぶた
めの林内作業車などの林業機械のレンタルに対して支援をします。

機械のレンタル

▶レンタル料等を補助します。

補助対象経費 補助率等 補助要件

レンタル及び回送
に要する経費
（消費税を除く）

2分の1以内
レンタル期間は3か月以内

バックホウ（0.25㎥規
格相当以下）、林内作
業車、ダンプトラック
等、木材の集材・運搬
に必要な機械

安全装備の導入を支援します。

労働災害を防止するために着用する安全装備等の導入に対して支援
をします。※一度補助を受けた方も、2年経過かつ前年度60日/年以
上の林業就業日数があれば、再度補助が受けられます。

安全装備

▶安全装備購入費等を補助します。

補助対象経費 補助率等 補助対象品

安全装備等の購入費
ただし、指定された
3つの特別教育をす
べて受講した者

２分の１以内
ただし、1人当たり
の購入費４万円が
上限

保安帽、防振手袋、チェーンソー
防護服など

林材業労働災害防止協会高知県支部　 
TEL.088-856-5721

上 記 の
お問合せ

高知県木材増産推進課
TEL.088-821-4602

上 記 の
お問合せ

機械のレンタルを支援します。

林業の担い手確保のために支援します。

自分で、自分の山の手入れをする場合 間伐材の搬出等を行うために必要な作業道を整備する場合

間　伐 作業道

対象林齢 11年生以上 ス　ギ：31～70年生
ヒノキ：31～90年生

事業名 公益林保全整備事業（保育間伐） 森林整備事業（搬出間伐）

事業規模 0.1ha以上／施行地

伐採率 30％ 30％ 20％

補助条件
など

保安林又は市町村森林整備計画に規
定する公益的機能が高い森林で国庫
補助事業の対象とならない人工林

国庫補助事業の対象とならない
人工林

補助金額 定額 59,000円/ha 定額 122,000円/ha 定額 81,000円/ha

補助事業内容 補助金額

作業道路網の種類 路面整備 開設

作業道1.5m（幅員2.0m未満） 1mあたり100円 1mあたり300円

作業道2.0m（幅員2.5m未満） 1mあたり130円 1mあたり500円

作業道2.5m（幅員3.0m未満） 1mあたり150円 1mあたり700円

作業道3.0m（幅員3.0m以上） 1mあたり200円 1mあたり1,000円

高知県木材増産推進課　 TEL.088-821-4602上記のお問合せ
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